
　将来に悩んでいた時期、関西の金融業を描いた漫画で法律
に興味を持ちました。法学部に進学後、実家の都合で宅建の
資格を取得。そのとき学んだ知識を、実際に生かせた経験が
面白く、具体的に弁護士を目指すと決めました。
　この法科大学院の魅力は、なんと言ってもそうそうたる
教授陣。私は以前の仕事の関係で、有名な先生方の様々な
教科書を研究していました。当時「自分とは絶対に縁はない
だろうな」と思っていた尊敬すべき先生方が、目の前で授業
をしてくださる。この感動は、自分特有なものかもしれま
せんね。
　机上の学習が苦手な私は、とにかく人を巻き込み、対話を
通じて知識を構築していきました。初学者にあらゆる法律を
解説したり、人と一緒に判例を読んで説明の筋を通したりと、
実践を通じて法律知識の幹の部分を育てていった感じです。
ただし、『六法全書』と、『判例百選』は穴が開くまで読みま
したね。
　これからは、一般民事や刑事事件などを幅広く担当できる、
なんでも屋のような弁護士になりたいです。

日々やるべきことを淡々と行い、広い視野をもって望む

　きっかけは司法書士として企業や個人を支援し、感謝されていた
父の姿。一方で、資格上の限界も目の当たりにしたため、より広く
法的なサービスを提供すべく弁護士を志しました。
　学部生時代から慣れ親しんだ学習院大学は緑が多く、落ち
着いた雰囲気が魅力です。経済的な支援制度もあるうえ、第一線
で活躍されている教授陣からきめ細やかな指導を受けられること
を期待して進学しました。実際、植村立郎先生の刑事訴訟法の
授業では、法律学の重要な基礎が身についたと感じています。
それは、条文にひたすらかじりつき、突き詰めて考え、関連する
判例を大切にする姿勢です。判例の検索システム（TKCロー
ライブラリー）もよく利用し、参照していました。
　司法試験対策の重点は主に3つ。条文と判例を大切にすること、
問題演習を中心に据えて反復して解くこと、問題演習の際は法的
な論点を渉猟的に探索せず、虚心坦懐に臨むことです。木と森の
双方をありのままに見ることを意識して、平静を保つようにしました。
　今後は弁護士として市井の人々の声をよく聞き、決して驕らず、
広い視野をもって、たゆまぬ努力を続けていける弁護士になり
たいと考えています。

2017年3月修了
（法学既修者コース）
学習院大学経済学部経済学科卒

柴田 良

本院法科大学院の先生方は、各法分野の第一線で
活躍されている方ばかりで、教育環境としては非常
に充実しています。ただ、その環境を十分に活かす
ためには、多くの受験生が知っている典型的な論点
や判例を事前に一通り頭に入れておく必要があり
ます。司法試験合格までの道のりは決して平坦
ではありませんが、自信を失わずに地道にがん
ばって欲しいと思います。

後輩へのアドバイス

「『六法全書』を読みなさい」「判例を読みなさい」。
ほとんどの先生が口をすっぱくしておっしゃること
ですが、意外とこの基本がおろそかになりがち
です。反対に、『六法全書』と判例を精読しさえ
すれば、グッと成績も上がり、合格は近づきます。
先生方が尋ねる「この法律は何条ですか？」という
質問に即座に答えられるかどうかを、自分の理解度
の指標にしてみてください。

後輩へのアドバイス

そのときのめぐり合わせと感性に従って、今がある

2019年3月修了
（法学既修者コース）
青山学院大学法学部法学科卒

渡辺 丘旭

司法試験合格者の声 THE VOICE OF THOSE WHO PASS



大事なことは3つ。授業をとにかく理解し、いい成績
をとること。合格答案をまねること。そして「自分の
実力は司法試験短答合格者の平均よりも上だ」と
確信することです。学習院大学などの小規模校だと
なかなかこの確信はつかみづらいので、予備試験や
全国模試、短答の模擬試験を積極的に受けて、都度
自分の実力を確かめてみてください。本番に自信を
持って臨むことができます。

後輩へのアドバイス

この法科大学院の環境は、ものすごく厳しいわけ
ではありません。ですから、司法試験合格を手に
するためには自分で覚悟を決め、意識的に勉強
していく必要があります。大学院修了から司法
試験までの時間は長く、試験に落ちてしまえば
また1年。その間、いかにモチベーションを高め
続けていくかが重要なので、地道に努力して一つ
ひとつ成果を積んでいくとよいと思います。

後輩へのアドバイス

　8年前、私は不動産賃貸業を営む会社を設立しました。経営
するうち、法律的な知識があったほうが取引で優位に立てると
実感したため、今度は弁護士を目標にしてみようと思いました。
　「授業に毎日通うこと」を最も大事にしたかった私にとって、
学習院大学の交通の便の良さは抜群でした。さらに素晴らし
かったのは自習環境。近くに図書館があり、自分専用の机もあった
ため、余計なストレスや時間的なロスはなく、心置きなく学べま
した。また、入学当初、予習の方法もわからず苦しんでいた未修者
の私が法律の勉強法をつかめたのは、教授たちの授業のおかげ
です。
　司法試験に合格するには、授業をしっかり理解したうえで、
合格答案をまねることが最も重要です。自分でいいと思う合格
答案の言葉の使い方や文章構成をなぞり、同じような答案を
書けるようにするんです。法律の理解はあっても、伝わらなければ
意味がない。本学在学中、予備試験の論文試験で2度失敗し、
痛感したことです。
　今後は弁護士として、ご相談者のセカンドキャリア形成や
資産形成の法的なアドバイスができたらと思っています。

　はじめはなんとなく選んだ法学部でしたが、弁護士として
楽しそうに働く兄の影響で、実際に法曹を志望するようになり
ました。
　学部に在籍した頃からの親しみある場所で、面倒見のよい
弁護士の先輩たちからゼミ形式でサポートを受けられたこと
は、非常に勉強しやすかったです。授業では、現役の検察官で
ある髙橋先生の刑事訴訟法は印象的です。模擬法廷教室で
行った模擬裁判は、テレビで見て想像していた以上に厳しく、
難しい現場でした。
　私が本試験で重視したことは、無難で丁寧な「守りの答案」
の作成です。1回目の司法試験で、自信のあった科目となかった
科目の結果が想定と逆転していたことから、自分本位ではなく、
相手に読んでもらうための答案作りを心がけるようにしました。
ただ、最後の試験までモチベーションを維持することには苦労
しました。「この道を選んだ以上、受かるしかない」「援助して
くれている親に報いたい」という思いでどうにか乗り切りました。
　司法修習を終えたら、兄のように、国選の刑事裁判から家事
審判、交通事故までを扱うような、町の弁護士になりたいですね。

環境を整え、型を守り、客観的に自分を分析

2020年3月修了
（法学未修者コース）
同志社大学経済学部卒

美田 敦賜

心の持ちようが結果を変える。丁寧に無難に一歩一歩

2018年3月修了
（法学既修者コース）
学習院大学法学部法学科卒

桑原 拓也



中央大学法学部卒業。2006年検事任官。各地の地検検事として勤務し、捜査・公判を担当。
2022年4月から法務省より学習院大学法科大学院に派遣（実務家教員）。

吉野 秀保 教授　専門分野：刑事法

刑事司法政策論

　「刑事司法」という言葉を聞いて、皆さんは

何を思い浮かべますか？裁判所の法廷を思い

浮かべる方が多いでしょうか。警察官や検察官に

よる捜査を思い浮かべる方もいるでしょうか。

いずれも正解です。しかし、果たしてそれだけで

しょうか？ 

　次の事例を考えてみましょう。 

　被告人は、窃盗前科６犯の５０歳男性。年齢

だけでも就職が難しいのに、前科のせいで更に

就職口がない。当然収入もなく、前刑を仮釈放

されたものの、その仮釈放中に、書店で漫画本を

万引きし、それを古書店で売却して生活費を

捻出するようになった。被告人は、複数の窃盗罪

で起訴され、公判期日における被告人質問で、

「働く気持ちはあるのに、それを受け入れない

社会が悪い」と主張した。 

　さて、もしあなたが検察官なら、どのような

情状を論告で指摘し、どのような求刑をすべき

でしょうか？もしあなたが弁護人なら、どのような

弁護活動を行い、どのような弁論をすべきで

しょうか？もしあなたが裁判官なら、どのような

判決を言い渡すべきでしょうか？ 

　例えば、被告人は、「働く気持ちはあるのに、

それを受け入れない社会が悪い」と主張して

いますが、この主張をどう評価するか。つまり、

被告人が犯行に至った経緯や動機に酌量

すべき事情があると評価できるか考えてみま

しょう。 

　本件は仮釈放中の犯行ですが、仮釈放中は

保護観察に付されます（更生保護法第４０条）。

では、保護観察とはどのようなもので、どの

ような人たちが関わっているのでしょうか？

就業支援などはあるのでしょうか？これらの

ことを知ると、保護観察官や保護司さんに

被告人の生活状況や就職活動の状況を確認

してみようという、答えを導くためのヒントを

見つけることができます。 

　確認の結果、被告人は保護観察官や保護司の

助言や支援を無視して就職活動を一切せず

毎日遊んでいたことが明らかになるかもしれ

ませんし、逆に、必死に就職活動を行っていた

けれど、どれもうまくいかなかったことが明らか

になるかもしれません。このような事情が判明

すると、被告人の犯行に至る経緯や動機に酌量

すべき事情があるかどうか、評価がしやすく

なりますよね。 

　また、被告人には多数の同種前科があり、

前刑の仮釈放中の犯行ですから、判決では

懲役刑が選択され、実刑判決が言い渡される

可能性が高い事案です。 

　では、「懲役刑」とは、具体的にどのような

刑罰でしょうか？ 受刑者はどのような生活を

送るのでしょうか？どのような問題点が指摘

されているのでしょうか？受刑中に資格を取る

ことはできるのでしょうか？ これらのことを

知らずに、刑を求めること、それを減じるべき

主張をすること、刑を宣告することは妥当では

ないでしょう。 

　前置きが長くなってしまいましたが、刑事

司法政策論においては、このような刑の執行

などを含めた、犯罪が発生してから犯罪者が

再び社会に戻るまでの一連の事象について、

法制度やその効果に加え、実際の犯罪動向・

実情を踏まえ、刑事実体法や手続法を中心と

する立法論、刑事司法制度の運用の実体・問題

点の把握、それに対する今後の課題等を検討

します。 

　具体的には、①刑事法に関する立法作業の

基本知識を習得し、刑事司法制度改革の中心

である裁判員制度や被害者保護、矯正や更生

保護の運用の実態等についての知識を深める

ために講義を行うほか、②履修している学生

各自が関心を持った刑事法に関する分野に

ついて、発表・討論を行っています。 

　①については、私が講義を行うほか、実際に

刑事法の立法作業に関わった法務省刑事局

付検事や、保護観察に付された犯罪者等の

処遇を担ってきた保護観察官をゲストに招いて、

経験談などを交えながら講義をしていただい

たりしています。 

　②については、毎年様々なテーマについて

学生が発表・討論を行っています。発表テーマは、

例を挙げると、裁判員制度、被害者保護制度、

刑の一部執行猶予制度、PFI刑務所の拡大と

その問題点、死刑制度、取調べの可視化、

検死・司法解剖制度、DNA型証拠、検察審査会

制度、弁護士偏在、法テラス、暴力団犯罪、

国際犯罪・捜査共助、サイバー犯罪、組織的

犯罪への効果的対応、家族間の犯罪の防止と

対応、交通犯罪の厳罰化、外国人犯罪、少年

犯罪とマスコミ報道、矯正処遇と医療、法教育

と犯罪防止、薬物犯罪、受刑者の社会復帰促進

プログラム、ヘイトスピーチ規制法と罰則、

著作権法違反の非親告罪化、拘禁刑の創設

など、多岐にわたっています。 

Ｑ．おすすめ、好きなテキストは？ 
●中森喜彦先生『刑法各論』は、メジャーとは少し外れるかもしれ
ませんが、『基本刑法』で書き方に困るときに別の視点が得られて
参考になりました。

●『会社法（LEGAL QUEST）』です。これを読めば会社法の全体を一応網羅
することができます。これと百選を合わせて読むことをおすすめします。

●『警察学論集』に宍戸常寿先生が連載している憲法のテキストが
とてもわかりやすくてオススメです。『憲法学読本』と『憲法 解釈
論の応用と展開』の橋渡し的な使い方ができると思います。

Ｑ．時間を無駄にしたと思う勉強法、司法試験対策の
失敗談は？  

●短答の勉強に、法科大学院生向けのe-learningシステムの短答式
過去問題演習トレーニングを使用して、間違った問題について
抜き出した肢別ノートを作っていましたが、分野別になっていな
かったので、結局苦手分野について別のテキストを使うことになり
ました。このあたりはもう少し工夫してもよかったと思いました。 

●当初、丸暗記に頼っていたのが良くなかったです。暗記だけだと
使える知識になりません。それを自覚してから、覚えたことを
知識として自分の中で消化して、それを現場で出せるようにする
ことを意識して勉強するようにしました。 

●論文をあまり書かなかったことや、短答専用の対策をしなかった
ことです。上位を狙うことなどを考えると、やはり試験科目に応じた
受験対策もやったほうが良かったと思っています。 

Ｑ．短答の目標得点は？ 
●論文の負け分をカバーできるように、ある程度は取りたいと思い
ました。 

●短答は苦手だったので、足切りにならないようにと思っていま
した。昨年の司法試験結果で総合得点10点足らずで不合格
だったので、その分稼ぎたいなと思っていました。 

●足切りさえされなければ良いと思っていました。

Ｑ．選択科目を選んだ理由は？  
●社会人経験からその重要性を感じていた租税法と労働法で迷って、
労働法を選択しました。労働法は、新入社員がインドで自殺した
という、読んでいて涙が止まらなかった判例が自分にとってより
身近に感じられました。

●知的財産法です。自分が興味を持って勉強できる分野だったので。 
●実務で何が使えるのかと考えたときに、労働法と倒産法のどちら
かを考え、労働法にしました。 

Ｑ．合格までの総勉強時間は？
●1日の勉強時間は、たぶん10時間はしていないと思います。
●今年に関していえば、1日に決まった時間（だいたい7～8時間）を
勉強するように心掛けていました。 

●勉強を始めて４年ほどかかりました。司法試験直前期は寝ても
覚めても、勉強していました。

Ｑ．司法試験に合格するための要素、あるいは法学に
向いてないなと思う傾向は？

●例えば三段論法ですが、法学には作法のようなものがあり、
そういったものに抵抗がある方は大変かもしれません。

●法学は、これという正解がある分野ではないので、正解がない
ことに納得できない方は厳しいと思います。

●具体的な事案を頭の中でイメージできる人は向いているかも
しれません。問題文やテキストの背景にあるリアルな人間や
人生をイメージすると、事案を整理しやすかったです。

●司法試験はやるべき量が多いため、結局、継続力がないと
つらいと思います。また、ただ継続するだけではなく、改善
を繰り返しながら継続できるか、という点も重要になってくると
思います。
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自習室や施設の使い勝手はいかがでしたか？
自習室は、私が在学中はひとり２つのデスクを広々と使えること
が大変ありがたかったです。在学中は自習室、卒業してからは
図書室で勉強。どちらもかなり静かで集中でき、ストレスを感じず
に勉強が捗りました。

大学が提供するサービス等でよかったものは？
授業聴講を柔軟に受け入れてもらえるのはよかったと思います。
修了してひとりで勉強する時間が長くなると、どうしてもリズムが
崩れがちになります。昨年の受験期間後期は週に1日聴講の日を
設けたことで勉強のリズムを保つことができました。

これから司法試験に臨んでいく後輩に
アドバイスをお願いします。
試験は相対評価ですから、まわりの受験生が書くことを意識する
ことが重要だと私は感じました。答案化する上で自分の独特な考え
方を押し付けないように、まずは基本を固める。ロースクールでの
授業はきっと為になると思います。

今後の目標を教えてください。
現時点では、街の弁護士になりたいと考えています。身近に
解決してくれる人がいると思ってもらえる存在になれたら嬉しい
ですね。これからいろんなことを経験しながら、自分が進む道を
決めていきたいと思っています。

本学が提供する環境、サービス等でよかったものは？
夏休みのエクスターンシップです。「法テラス」への実習に行った
のですが、実習期間中に司法試験の合格発表日があり、一緒に参加
した女性スタッフの方がなんと合格。「おめでとうございます！」と
盛大に祝福されている姿と自分を重ねることで、自分も司法試験に
合格したいという明確なビジョンを描くことに役立ちました。

本学の授業で印象的だったものを挙げてください。
入学前に荒木新五先生（前教授）の授業を見学させていただき、
実際に荒木先生の「民法演習」を選択しました。また、大学の
説明会で出会った望月栄理子先生（前教授）は凛々しくて格好
良く、先生の下で学びたいと思いました。

今後の目標を教えてください。
災害や病気で苦しんでいる方を法律で救済する活動に取り
組んでいきたいと考えています。「税務」「ビジネス法務」に
関する専門性についても磨いていきたいと考えています。

Q
A

Q
A

Q
A

Q

A

Q
A

Q
A

司法試験対策で重視したこと。
答案を時間内に仕上げるために、ストップウォッチを常備して
いました。また、日々の勉強のなかで、読みやすい答案を作成
できるよう心掛けていました。

Q
A

Q
A

　高校1年生の進路相談の時、担任の先生から、「今から10年後、20
年後に法律の世界が大きく変わる。もうすぐ法科大学院というのが設
立される。お前は法曹となって人を救うんだ」と説かれ、熱心に法学部
や法科大学院を紹介されたんです。その時は法律や法曹に対して漠
然としたイメージしかなかったのですが、その翌年に先生が急性白血
病を患って急死。そっと私に「本当は大学で法律の勉強をしたかったん
だ」と告げられた時、先生が私に対して法学部に行くよう熱心に説いて
いた理由がわかったんです。その後、裁判官が被告人に、さだまさしさ
んの楽曲「償い」の歌詞を示し、更生を諭したニュースが話題となった
ことをきっかけに法曹や法律に関して次第に興味を持つようになりま
した。法学部で刑事法や刑事政策を学んだ際に「償い」を改めて聞き直
してみたところ、曲の奥深さや刑事事件の重みを感じました。恩師の意
思を胸に秘めて法学部へ進みましたが、大学時代に「償い」の曲に出会
ったことで、法律で救いを求めている依頼者のために貢献できるよう
な法曹になりたいと決心しました。

　私は大学卒業後、社会人として就職することになりましたが、それで
も法科大学院に入学したいという思いはずっと持ち続けていました。
恩師の言葉通り、法曹の将来を見据えて、就職してから10年後に法科
大学院に入学することを胸に社会人生活を続け、学習院大学法科大学
院への入学を果たすことができました。
　試験は４回目で合格しましたが、一番落ち込んだのは、3回目の受
験。1年目で挑戦し、2年目で気を立て直し、3年目で、というところで、
なんと願書を出し忘れたという大失態をしてしまいました（笑）。その
悔いをバネに、しっかりと立て直し、今までの分を取り返すため必死で
頑張った結果、合格することができました。
　私は、ずっと回り道の人生ですが、それがきっと法曹になった際に役
立つと考えています。
　回り道を恐れず、どんな困難があっても諦めずに勉強を続ければ、
皆さんもきっと素晴らしい法曹になれると思います。

　法曹を目指したのは、お寺を営んでいた祖父母がきっかけです。

檀家さんがよく相談に訪れ、祖父母に救われ喜ぶ姿を目にし、自分も

将来は人の役に立つ仕事をしたいと思うようになり、大学で法学部を

選んだのは、そんな思いを叶えるために資格を取得したいという考えが

根底にあったからです。

　学習院法科大学院を選んだのは、先生方が素晴らしかったこと、

そして、少人数で先生と学生の距離が近いことがあります。六法の編集を

された先生、学会をリードされている先生方、東京大学を退官されて本学

へ来られた先生など、教授陣の豪華さはトップクラスだと思います。

少人数制なので気軽に会いにいって質問もできる。この少人数制の

良さを特に実感したのは、入学前に授業を聴講した時のこと。 植村立郎

先生（前教授）の「刑事法演習1」は先生と在校生ひとりに、見学者の

私を加えた3人で授業体験をすることができ、「こんなにも近い距離だと

必然的に実力がついていくだろな」と確信しました。実際、入学後は

口下手な私も積極的に発言できるようになりました。今後法曹の仕事に

活きると感じています。

　私が助けられたのは学校の環境でした。馬もいれば、野生の小動物が

現れることもあります。自然豊かなキャンパスを歩く度に気分転換が

できました。合格まで続けられたのはこの環境があったからです。あとは

仲間の存在。同期の親友が1年で合格し、彼を見て、共に学んだ自分の

方向は間違ってはいない、このまま学習院法科大学院で頑張れば必ず

受かるという希望となりました。

忘れられない恩師の言葉が

今の自分へと導いてくれた。

同期の親友の合格が希望に。

ここで勉強すれば

きっと大丈夫。

2015年3月修了（法学既修者コース）
成蹊大学法学部法律学科卒

犬飼 俊雄
2016年3月修了（法学既修者コース）
明治大学法学部法律学科卒

丸山 智史

司法試験合格者の声
THE VOICE OF THOSE WHO PASS
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自習室や施設の使い勝手はいかがでしたか？
自習室は、私が在学中はひとり２つのデスクを広々と使えること
が大変ありがたかったです。在学中は自習室、卒業してからは
図書室で勉強。どちらもかなり静かで集中でき、ストレスを感じず
に勉強が捗りました。

大学が提供するサービス等でよかったものは？
授業聴講を柔軟に受け入れてもらえるのはよかったと思います。
修了してひとりで勉強する時間が長くなると、どうしてもリズムが
崩れがちになります。昨年の受験期間後期は週に1日聴講の日を
設けたことで勉強のリズムを保つことができました。

これから司法試験に臨んでいく後輩に
アドバイスをお願いします。
試験は相対評価ですから、まわりの受験生が書くことを意識する
ことが重要だと私は感じました。答案化する上で自分の独特な考え
方を押し付けないように、まずは基本を固める。ロースクールでの
授業はきっと為になると思います。

今後の目標を教えてください。
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盛大に祝福されている姿と自分を重ねることで、自分も司法試験に
合格したいという明確なビジョンを描くことに役立ちました。

本学の授業で印象的だったものを挙げてください。
入学前に荒木新五先生（前教授）の授業を見学させていただき、
実際に荒木先生の「民法演習」を選択しました。また、大学の
説明会で出会った望月栄理子先生（前教授）は凛々しくて格好
良く、先生の下で学びたいと思いました。

今後の目標を教えてください。
災害や病気で苦しんでいる方を法律で救済する活動に取り
組んでいきたいと考えています。「税務」「ビジネス法務」に
関する専門性についても磨いていきたいと考えています。
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立つと考えています。
　回り道を恐れず、どんな困難があっても諦めずに勉強を続ければ、
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そして、少人数で先生と学生の距離が近いことがあります。六法の編集を

された先生、学会をリードされている先生方、東京大学を退官されて本学

へ来られた先生など、教授陣の豪華さはトップクラスだと思います。

少人数制なので気軽に会いにいって質問もできる。この少人数制の

良さを特に実感したのは、入学前に授業を聴講した時のこと。 植村立郎
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私を加えた3人で授業体験をすることができ、「こんなにも近い距離だと

必然的に実力がついていくだろな」と確信しました。実際、入学後は

口下手な私も積極的に発言できるようになりました。今後法曹の仕事に

活きると感じています。

　私が助けられたのは学校の環境でした。馬もいれば、野生の小動物が

現れることもあります。自然豊かなキャンパスを歩く度に気分転換が

できました。合格まで続けられたのはこの環境があったからです。あとは

仲間の存在。同期の親友が1年で合格し、彼を見て、共に学んだ自分の

方向は間違ってはいない、このまま学習院法科大学院で頑張れば必ず
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本学の施設や環境について教えてください。Q
A 自習室や演習室は勉強に集中できる環境でした。特に自分専用

の机があることがありがたかったです。勉強に飽きたら散歩で
きることもよかったです。緑豊かでマイナスイオンを感じ、若い
大学生の会話を耳にして、エネルギーをもらっていました。 

モチベーションを維持する方法とは？Q
A 気持ちの波を作らないように、ルーティンを決めるようにしました。

朝5時過ぎに起床して、6時過ぎの電車に乗って、7時半には学校に
来て夜は17時には帰宅する。と決め、1日のリズムを大切にしまし
た。あとは昨年の成績表を頻繁に見返して、刺激剤にしていました。

今後の目標を教えてください。Q
A 弁護士になりたいと思っています。民事一般を扱う、街の弁護士

になりたいです。
困っている人の色々な相談に対応できるような、人の助けに
なるような弁護士になれたらと思っています。

司法試験に向けて重視していたこととは？Q
A 苦手科目を重点的に向上させることを徹底的にやりました。刑事

訴訟法は、安村先生を頼り（笑）、「法実務講座」で論文を先輩に見
ていただきました。できるだけ自分独りで勉強するのではなくて、
先輩や先生に、客観的に評価してもらいながら自分の答案を見て
いただくことを重視しました。

本学の施設や環境について教えてください。Q
A キャンパスに緑があり、池もある。息抜きに散歩したり気分転換

の助けになりました。自分専用の机にロッカーと本棚が揃って
いたのもよかったです。集中できて、在学中はほとんどの時間
を過ごしました。

モチベーションを維持する方法とは？Q
A やる気が下がった時には、初学者向けの本を読むようにしていま

した。「すぐに諦めなくても大丈夫！」など、はげますような言葉が書
かれていて救われました（笑）。あとは、別の分野で頑張ってる友人
と話し、自分も頑張ろうとモチベーションを上げていました。

今後の目標を教えてください。Q
A 弁護士を志望しています。これから司法修習で幅広い法律知識

を学び、社会に貢献できるような弁護士になっていきたいと思って
います。分野などは、まだ具体的に決まっていないのですが、
これからたくさん見て、決めていけたらと思います。

司法試験に向けて重視していたこととは？Q
A 何を、どの程度書けば合格できるのか、過去問を分析して把握

することが大切だと思います。1位で合格する必要はないの
で、どれは落としても大丈夫なども分析すること。また、基本書
はただ、漫然と読むのではなく、答案を書くときに使えるよう
に、ポイントを考えながら読む方が覚えやすいです。

　大学で講義を担当していた弁護士の先生との出会いが法曹を目指

したきっかけです。困っている人たちと誠実に向き合い、問題を解決し

ているその姿に憧れ、自分も目指そうと決意しました。

　大学のゼミで先生に相談したところ、優秀な講師陣が揃い、少人数制

で一人ひとりにきめ細やかに教えてくれる、なかなかロースクールでは

珍しいとのアドバイスを受け、本学への入学を決めました。入学してみる

とその通りで、先生たちともかなり身近でした。少人数だからこそ友人と

も絆が深くなり、共に勉学に励む仲間がいる心強さを感じました。

　どの先生も大変お世話になったのですが起案等指導の先生には時

間感覚の意識付けにおいて、とても影響を受けました。授業中に問題

を配られ、時間内に解いて見てもらうのですが、「時間内に書けてない

ものは意味がない、評価に値しない」と、時間内に解くことを重要視さ

れていて、試験で時間内に答案を作りあげるスキルはここで身につい

たと感じています。

　基本書はきちんと自分で理解するまでしっかり考えて読むことが

大事。それでもわからなければ、先生や友人に恐れず聞くこと。自分

では気がつかなかった箇所にも気づけます。そして、アドバイスを

してくれた時は素直に聞く姿勢を忘れずにいてください。

　自分は今回、5回目で合格しました。挑戦して、絶対受かると思って

いました。辞めようとは一度も思わなかった。それほど憧れた先生の

姿が強烈だったんです。みなさんも自分の描いた未来を勝ち取って

ください。

　幼い頃から正義感が強かったと思います。小学生の頃は弁護士や検

事が活躍するドラマや映画が多く、困っている人の力になれるのはかっ

こいいなと漠然と思っていたことが法曹へのきっかけになっているの

だと思います。

　本学を選んだのは、私は勉強があまり進んでいなかったこともあり、

大学の先生からしっかりと勉強に打ち込める環境で、先生の質が高い

学習院法科大学院が良いのではないかとすすめていただいたことが

一番の理由です。

　数々の先生に支えていただいたのですが、なかでも刑事訴訟法の

安村先生には、友人と3人で2月くらいまでずっと隔週で答案を見て

いただいたりと、かなりお世話になりました。時に厳しい意見をいた

だき、親身になっていただいたことを感謝しています。

　刑事実務と民事裁判はどちらも模擬的な裁判を行うのですが、準備

がとても大変だったこともあり、印象に残っています。起訴状を元に、ど

こを争点として決めるのかなど、チーム内で意見を出し合いまとめる難

しさを知りました。緊張感があり、本番さながらに行うので、リアルに将

来をイメージでき、法曹への思いを一段と強くしたことを覚えています。

　3年かかりましたが、3年全部必要だったと今は思います。自分なりに

試行錯誤して、向かった道。悩みながら進んだこの時間に後悔はありま

せん。この先、きっと活きてくるのだと感じています。ロースクールにい

る間は、全部吸収してほしいです。無駄になることは何もありません。

最後までどうか諦めないでください。

憧れた法曹への道、

辞めようとは一度も思わなかった。

自分の描いた未来を

勝ち取ってほしい。

自分なりに試行錯誤して、

向かった道。

悩みながら進んだ

この時間に後悔はない。

2016年3月修了（法学既修者コース）
立教大学法学部法学科卒

吉田 晴香
2014年3月修了（法学未修者コース）
山梨学院大学法学部法学科卒

芦澤 亮

司法試験合格者の声
THE VOICE OF THOSE WHO PASS
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本学の施設や環境について教えてください。Q
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自習室や施設の使い勝手はいかがでしたか？Q
A 私は、数時間ごとに環境を変えた方が集中する性格でしたの

で自習室、図書館、学生自習室など色々な場所で勉強ができ
る環境が整っていることがありがたかったです。

本学の環境の良さはいかがですか？ Q
A 大学から慣れ親しんだキャンパスは緑も多く、勉強で疲れた

気持ちをリフレッシュしてくれたと思います。散歩するだけで
救われたりしました。

今後の目標を教えてくださいQ
A 現時点では、検察官志望ですが、弁護士や判事も視野に

入れ、これからはじまる司法修習で、多くの法曹の方々と
ふれ合いながら、自分が進む道を決めていきたいと思って
います。

長丁場の受験期間を乗り切るコツは？Q
A 感情の振れ幅が大きくなると、元の状態に戻すことはとても

大変になります。ですから、いい成績の時もあまりよくない
時にも、常に感情をフラットに保つことを心がけました。一喜
一憂するよりも、結果をどうやって次に活かすかに注力する
ことが大切だと思っています。

自習室や施設の使い勝手はいかがでしたか？Q
A 自分専用の机があることで集中することができました。朝から

晩まで授業以外は23時の閉室まで自習室にいました。一番
勉強がはかどる場所でした。

本学の環境の良さはいかがですか？Q
A 法学部経済学部の図書館があり蔵書がすばらしかったです。

以前独学をしていた際は国会図書館を利用していたのですが、
そこまですることがなく、調べにいくと、他の大学の法律雑誌
もあり、資料が充実しているのが魅力でした。

今後の目標を教えてくださいQ
A 当初は検察官を志望していたのですが、弁護士は自分の可能性

を試せる機会がかなりあると思い、弁護士を目指そうと今は
思っています。英語と中国語の語学力を活かした国際的な活躍
も視野に入れ、司法修習に臨みたいと思っています。

長丁場の受験期間を乗り切るコツは？Q
A 年齢を重ねていたこともあり必ず1発合格しようと思って

いましたので、それほどモチベーションは下がらなかった
のですが、一緒に同じ目標を目指している仲間がいること。
これがモチベーション維持に役立ったと思います。

　ドラマや映画を通し法曹には世の中を変える力と世の不条理と戦う力

があると感じてきたことがこの道を目指すきっかけでした。高校時代に伊

藤栄樹元検事総長の「巨悪を眠らせるな」との言葉を目にし、戦う強い力

が実在することを知り法曹への道が具体的になりました。

　東京大学法学部を中退し一度は諦めかけていた法科大学院進学・司法

試験受験を再び決意しました。学習院を選んだ理由は少人数制であるこ

と、職員さんの対応が丁寧だったこと、特待生入試があったことです。実家

が被災していたこともあり、負担はかけたくなく特待生で入学しようと探し

ていた際、学習院で特待生入試が開始されたことを知りました。

　どの授業も素晴らしかったのですが、あえて挙げると「模擬裁判」です。

法律書を読んでいるだけではピンとこなかった裁判の流れがよく理解で

き、将来必ず役に立つと感じています。

　司法試験の勉強は基本事項の記憶とそれを前提とした理解が大切かと

思います。暗記は良くないといわれることもありますが「頭の中に入って

いないことは試験会場でも出てこない」。根底のところ、勉強は記憶・暗記

が大事だと思っています。

　アドバイスは「受け身の姿勢ではもったいない」ということ。わからない

ことがあれば、どんどん先生に質問をすることが大切です。先生も必ず受

けとめ、応えてくれます。少人数で先生と生徒が近い学習院大学法科大学

院のメリットを最大限に活かしてほしいと思います。

　小学生の頃から漠然とあこがれていた法曹への夢。具体的になったの

は学習院大学法学部へと進学し、法律の奥深さや人の役に立てる仕事だ

と実感したことからです。学生の頃から大学の雰囲気が合っていたこと、

ゼミの先生が大学院でも教鞭を取られるとのこともあり、大学院も引き続

き学習院で学ぶことを決めました。

　すべての授業や先生にお世話になりました。中でも印象に残っているの

は対話形式で進むソクラテスメソッドです。特に西田先生は教室中を歩か

れながらふいに質問を投げかけ、実際の会話の中で常に回答を求められ

ました。応用力、思考を止めない癖の形成に役立ったと思っています。

　選択科目で選択していた神前先生の国際私法は、これだけで国際私法

についての司法試験の準備は整うほど充実した内容でした。

　スタート時のレベルは人それぞれ。私は基礎力がないまま院に入り、つ

い周囲と比べて不安になったりもしました。けれど「今、できることを必死

にやること」が結局は大切だと思います。予習を一生懸命やる、授業は休ま

ない。一回でも休むと気持ちが途切れてしまう。地道ですがここが基本です。

　辛い時に何度も支えられた植村先生の言葉があります。「今、授業に耐

えられないようだったら、他人の人生を左右するような法曹の仕事には絶

対に耐えられない。あたりまえの努力さえしていれば受かる試験だと思い

なさい」。このような先生方の言葉や授業に助けられ、合格に繋がったのだ

と思っています。

「頭の中に入っていないことは

試験会場でも出てこない」

基本事項の記憶とそれを

前提とした理解が大切。

今、できることを必死にやること。

恩師の言葉に何度も支えられ、

合格へ。

2014年3月修了（法学既修者コース） 
学習院大学法学部法学科卒

江渡 倫子

2017年3月修了（法学既修者コース）
東京大学法学部中退
独立行政法人大学改革支援・
学位授与機構より法学士号取得

吉田 秀和

司法試験合格者の声
THE VOICE OF THOSE WHO PASS
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　弁護士である父の背中を見て育つ中で法曹をめざし、本法科大

学院を選びました。その理由は、当時、憲法を担当されていて、ぜ

ひ学んでみたいと思った先生がいらっしゃったこと、また、「少人数

制」という環境に身を置きたかったからです。

　充実した授業が多い中でも特にインパクトがあったのは「刑事訴

訟法」の授業です。実務家（検察官）の先生の授業だけあって、法廷

さながらの緊張感が教室にも漂っていたのが印象的でした。また、

少人数で指導を受ける「起案等指導」の授業では、法曹に不可欠な

論理的な文章作りをしっかりと学ぶことができました。先生方はと

ても親身で、法科大学院修了後にも、引き続きご指導をいただくこ

とができ、勉強の大きな励みとなりました。

　法科大学院で学ぶ上で大切なことは、各授業の予習・復習をしっ

かりとやるという日々の積み重ねだと思います。その中で自分が理

解できていないことがあれば、すぐに同級生や先生方に気軽に質

問できることが、少人数制である本法科大学院の大きなメリットだ

と感じました。

　司法試験対策としていちばん役立ったと感じたのは、同級生と二

人で組んだ自主ゼミです。そこでお互いの不明点や疑問点を議論

しながら、自分の課題に気づき、不足している知識を補えたことが、

司法試験合格につながったのではないかなと思います。

自習室などの使い勝手はいかがでしたか？Q
A 自習室と図書館は素晴らしいと思いました。特に図書館は蔵

書数がかなり多いという印象です。法律関係書でも他大学の
図書館なら1冊しかないような本も複数冊あり、いつでも閲
覧できて助かりました。

そのほかに本学の環境の良さはいかがですか？ Q
A まず、毎日通うことを考えると目白駅前という立地が最高で

すね。学内には緑も多いですし、スポーツジムもあります。
日々の勉強量が多いだけに、息抜きは欠かせませんが、その
面でも十分な環境が整っていると思います。

今後の目標があれば教えてくださいQ
A 弁護士の道に進みたいと思います。私は高校まで野球をやっ

ていましたので、その経験を活かして、将来はスポーツ業界や
アスリートたちに、弁護士という立場で何か貢献できればと思
います。

長丁場の受験期間を乗り切るコツは？Q
A やはり良きライバルである同級生たちの存在を意識しながら、

自分の現状レベルをしっかりと認識して励みにすることかなと
思います。私は、修了後合格まで時間がかかりましたが、その
間、常に先に受かった同級生たちを意識していました。

2012年3月修了（法学既修者コース）
明治大学法学部法律学科卒

教授との距離が近い

少人数教育と

ゼミを活用した試験対策で

合格を勝ち取りました。

渡辺 智己

司法試験合格者の声
THE VOICE OF THOSE WHO PASS

GAKUSHUIN UNIVERSITY LAW SCHOOL GUIDE
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　弁護士事務所でのアルバイトを通して、法律で人助けをされてい

る弁護士さんたちの姿に感銘し、法曹をめざしました。本法科大学院

を選んだ理由は、「少人数制」であることが第一にありました。という

のも私は自分に甘く、自己管理能力に欠けている面がありましたの

で、その点を先生方との距離の近さによって補おうと思ったからで

す。また民法の能見善久先生をはじめ、著名な先生方が揃っている

ことも魅力でした。

　授業では特に大橋洋一先生の「行政法3」が印象に残っています。

対話形式の授業が多い中で、「行政法3」は時間内に問題を解いてい

くというスタイルの授業内容でしたので、司法試験対策としても大

いに役立ちました。また「模擬裁判」では裁判官役を担いましたが、日

ごろの勉強で得た知識を実際の法廷ではどう活かすのか、というこ

とが実践的に学べ、同時に法曹になることへのモチベーションも高

めてくれました。

　司法試験に向けて大切なことは、「基本書」をしっかり読み込むこと

だと思います。その土台の上に新たな知識を積み重ねていくことを心

がけるようにしました。そして、疑問はすぐに解消させること。本法科

大学院の先生方は、授業中や個別対面だけでなくメールなどでも質

問に答えてくださいます。いつでも様々な方法で先生方に質問できた

ことは、司法試験合格への大きな支えになったと感謝しています。

自習室などの使い勝手はいかがでしたか？Q
A とても快適でした。自分専用の広めのデスクや本棚があり、

つい、自分の部屋のように使ってしまいました（笑）。本の詰まっ
た重い荷物を毎日運ぶということはありませんでしたので、
通学時もすごく助かりました。

そのほかに本学の環境の良さはいかがですか？Q
A 勉強面では図書館の充実した環境がすごく役立ちました。

また、法科大学院の校舎の最上階に美味しいレストラン、
1階にはサンドイッチ屋さん、そして近くの建物にはコン
ビニがあったことも、勉強の息抜きにも使えてとても良かっ
たですね。

今後の目標があれば教えてくださいQ
A 個人事務所を営んでいる先生のお手伝いをした経験から、

将来の目標は、自分の個人事務所で弁護士活動をすること
です。そのために、幅広い分野の法律知識を得ることを課題
に経験を積んでいきたいと考えています。

長丁場の受験期間を乗り切るコツは？Q
A 自分がついつい避けようとすること、後回しにしようとするこ

とから逃げずに、日々、自分の課題を確認し、すべきことと向
き合っていくことかなと思います。

2013年3月修了（法学既修者コース）
慶應義塾大学法学部法律学科卒

授業と基本書で

基礎をしっかりと学び

知識を積み重ねることで

憧れの法曹界へ。

丹治さやか




















